
 

 

 

手術部位感染の分離菌に対する三学会合同薬剤感受性サーベイランスに関する研究 

 

 

１．研究の対象 

承認日から平成 31年 3月 31日、当院で消化器外科手術を受けられ、術後に手術部位感染が

発生した方 

 

２．研究目的・方法 

承認日から平成 31年 3月 31日、当院で消化器外科手術を受けられ、術後の手術部位感染 

より分離された原因菌に対する各種抗菌薬の感受性を測定し、原因菌の患者背景・地域別の分布

及び感染性推移・耐性化動向を経年的に検討することにより、感染症化学療法の適正化を促進す

る事を目的とします。 

消化器手術の術後の感染が診断され、膿、穿刺液、腹水、胆汁などから検出された Bacteroides 

属、Staphylococcus aureus（MRSA, MSSA）、Enterococcus faecalis、Escherichia 

coli、Klebsiella pneumoniae、Enterobacter cloacae、Pseudomonas aeruginosa を北

里大学抗感染症薬研究センターに送付します。送付施設にて各菌株の抗菌薬感受性を測定しま

す。感受性の結果と手術名、感染部位などの手術情報を集計、解析し抗菌薬感受性率、耐性菌

検出率、経年的な感受性の変化を解析します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、疾患名、手術術式、感染症の種類など 

資料：術後感染部位より分離された菌株 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表

は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

術後感染より分離された菌株のみ送付します。 

 

５．研究組織 

 本研究は日本化学療法学会、日本感染症学会、日本臨床微生物学会の三学会合同抗菌薬感

受性サーベイランス委員会の依頼によるサーベイランス研究である。 

三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス委員会 

実務委員長 松本哲哉 

手術部位感染責任者 竹末芳生 

調査実施施設 



 

 

   

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了

承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者

さんに不利益が生じることはありません。 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒359-8513 埼玉県所沢市並木 3－2 

防衛医科大学校病院 医療安全・感染対策部 

研究責任者：小林美奈子 



 

 

研究分担者：丸茂陽子、市江希 

電話 04-2995-1511 

 

研究責任者： 

防衛医科大学校病院 医療安全・感染対策部 

小林美奈子 

 

研究代表者： 

三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス委員会 

実務委員長 松本哲也 

〒113-0033 東京都文京区本郷 3丁目 28－8日内会館 B1 

（公社）日本化学療法学会内 

電話 03-5842-5533 FAX 03-5842-5133 

 

 


